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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次

第116期

第２四半期

連結累計期間

第117期

第２四半期

連結累計期間

第116期

第２四半期

連結会計期間

第117期

第２四半期

連結会計期間

第116期

会計期間
自　平成21年４月１日

至　平成21年９月30日

自　平成22年４月１日

至　平成22年９月30日

自　平成21年７月１日

至　平成21年９月30日

自　平成22年７月１日

至　平成22年９月30日

自　平成21年４月１日

至　平成22年３月31日

売上高 （百万円） 9,308 10,101 4,974 5,241 19,636

経常利益 （百万円） 239 410 233 211 685

四半期（当期）純利益 （百万円） 109 190 134 119 368

純資産額 （百万円） － － 12,030 12,363 12,313

総資産額 （百万円） － － 31,366 32,135 32,076

１株当たり純資産額 （円） － － 380.86 390.55 389.33

１株当たり四半期
（当期）純利益

（円） 3.54 6.14 4.33 3.84 11.89

潜在株式調整後１株当た
り四半期（当期）純利益

（円） － － － － －

自己資本比率 （％） － － 37.6 37.7 37.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） 294 367 － － 1,093

投資活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） △245 △232 － － △367

財務活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） △173 △101 － － △537

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（百万円） － － 1,126 1,472 1,438

従業員数 （名） － － 394 371 363

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　「潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益」については、潜在株式が存在しないため、記載しておりま

せん。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容に重要

な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1)　連結会社の状況

平成22年９月30日現在

従業員数(名) 371（80）

(注) １　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向

者を含む就業人員であります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員（１日7.75時間換算）であ

ります。

３　臨時従業員には、パートタイマー、嘱託社員及び契約社員を含み、派遣社員を除いております。

　

(2)　提出会社の状況

平成22年９月30日現在

従業員数(名) 282（53）

(注) １　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第２四半期会計期間の平均雇用人員（１日7.75時間換算）でありま

す。

３　臨時従業員には、パートタイマー、嘱託社員及び契約社員を含み、派遣社員を除いております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1)　生産実績

　　当第２四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 　生産高(百万円) 前年同四半期比(％)

塗料事業 3,002 －

化成品事業 402 －

合計 3,404 －

(注) 金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

　

(2)　仕入実績

　　当第２四半期連結会計期間における仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 　仕入高(百万円) 前年同四半期比(％)

塗料事業 1,365 －

化成品事業 － －

合計 1,365 －

(注) 金額は仕入価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

　

(3)　受注実績

当社グループは主として見込み生産によっており、また、受注品も出荷までの期間が非常に短いため、受注状況に

ついては特記すべき事項はありません。

　　

(4)　販売実績

　　当第２四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 　販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

塗料事業 4,844 －

化成品事業 396 －

合計 5,241 －

(注) １　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先
前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間

販売高(百万円) 割合(％) 販売高(百万円) 割合(％)

デュポン神東・オートモ
ティブ・システムズ㈱

569 11.5 607 11.6

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告

書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

(1)　経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、昨年後半以降、立ち直りの兆しが見え出したもの

の、国内の景気対策の息切れ、欧米の景気減速懸念や急激な円高の進行の影響を受け、先行きが不透明と

なり、今後の景気の下振れリスクに対する懸念が高まりつつあります。

当社グループにおきましてはこうした経済状況の中で積極的な新製品の販売活動に取り組み、新規需

要家の獲得による販路拡大とともに、引き続き経費削減努力を重ね、コスト競争力の一層の向上を目指し

て取り組んでまいりました。

この結果、当第２四半期連結会計期間における売上高は5,241百万円（前年同四半期比5.4％増）とな

りました。損益面では、営業利益は187百万円（前年同四半期比20.2％減）、経常利益は211百万円（前年

同四半期比9.4％減）、四半期純利益は119百万円（前年同四半期比11.3％減）となりました。

　

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

（塗料事業）

アルミ電着塗料はビル建築・戸建住宅関連は依然として低迷し、サッシ業界向けも低調がつづいて

いる一方で、主力ユーザーのシェア拡大により売上は増加いたしました。工業電着は景気回復による既

存ユーザーの緩やかな回復や新規ユーザーのライン獲得による販売数量増加により、売上は増加いた

しました。粉体塗料は鋼管用塗料の出荷が低調であったものの、全体としては数量・金額とも前期並み

となりました。工業用塗料は工作機械や建設機械向けの市場回復による主力ユーザーの生産回復と新

規需要家の獲得により、売上は増加いたしました。建築塗料分野では、建築外装・内装・屋根・床等す

べての用途で競争激化により出荷数量が減少しました。防食塗料分野では官公庁のインフラ計画の減

少及び民間の設備投資による新規構造物の発注減少などによる価格競争の激化が大きく響き、売上は

減少となりました。道路施設用塗料はすべり止め材は昨年並みだったものの、カラー舗装材及び段差修

正材が堅調だったため、売上は増加いたしました。軌道材料製品の売上については、スラブ補修材が東

北地方を中心に堅調に推移しましたが、主力の環境対応型商品である道床安定剤の需要は減少し、売上

は減少いたしました。自動車用塗料分野は、主力ユーザー向けの出荷量の伸び率が７月以降、それまで

の伸びに比べ緩やかになったものの、引き続き回復基調を続けており、売上は増加いたしました。

この結果、売上高は4,844百万円、経常利益は215百万円となりました。

（化成品事業）

受託生産している化成品の売上高は396百万円、経常損失は３百万円となりました。

　

(2)　財政状態の分析

（総資産）
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当第２四半期連結会計期間末における総資産は、受取手形及び売掛金が前連結会計年度末に比べ166百

万円、無形固定資産が100百万円増加し、有形固定資産が146百万円、たな卸資産が72百万円減少したこと

等により32,135百万円（前連結会計年度末比58百万円増）となりました。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債は、短期借入金が1,760百万円増加し、長期借入金が1,674百

万円、支払手形及び買掛金が73百万円減少したこと等により19,772百万円（前連結会計年度末比8百万円

増）となりました。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は、利益剰余金が66百万円増加したこと等により12,363

百万円（前連結会計年度末比49百万円増）となりました。

　

(3)　キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、1,472百万円（前四半期連結会計期間末

比124百万円）となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは436百万円（前年同四半期

比71百万円増）となりました。その主な要因は、税金等調整前四半期純利益204百万円、減価償却費147百

万円の収入及び仕入債務の減少による支出173百万円等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは△120百万円（前年同四半

期比７百万円減）となりました。その主な要因は、有形固定資産の取得による支出61百万円等によるもの

であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは△191百万円（前年同四半

期比40百万円増）となりました。その主な要因は、借入れによる収入1,000百万円及び借入金の返済によ

る支出1,111百万円等によるものであります。

　

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。
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(5)　研究開発活動

当第２四半期連結会計期間における当グループが支出した研究開発費の総額は39百万円であります。

また研究開発による新製品・新品種は下記の通りであります。

（塗料事業）

・低温硬化形艶消粉体塗料（２ショットタイプ）「イノバックスPDシリーズ」

・ロックウール天井材用１コート塗料「Sセラム#200M」

・鋼管用防錆クリヤー塗料「ワニス#100」

・機械式駐車場用途の高耐久性無溶剤エポキシ系中塗り塗料「パレットガード」

・防水材面用途の２液溶剤形アクリルウレタン路面標示塗料「シントーライナー#600」
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第３ 【設備の状況】

(1)　主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2)　設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。また、当第２四半期連結会計期

間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 112,000,000

計 112,000,000

　

②　【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)

(平成22年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 31,000,00031,000,000
大阪証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は1,000株であります。

計 31,000,00031,000,000－ －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数

(千株)

発行済株式
総数残高

(千株)

資本金増減額
 

(百万円)

資本金残高
 

(百万円)

資本準備金
増減額

(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成22年９月30日 ─ 31,000 ─ 2,255 ─ 585
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(6) 【大株主の状況】

平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

住友化学株式会社 東京都中央区新川二丁目27番１号 13,989 45.13

デュポン・パフォーマンス・
コーティングス ゲー・エム・
べー・ハー・アンド・コー・
ケー・ジー
(常任代理人デュポン株式会社)

クライストブッシュ25,42285.
ヴッパタール 独国
 
(東京都千代田区永田町二丁目11番１号)

1,550 5.00

神東塗料取引先持株会 兵庫県尼崎市南塚口町六丁目10番73号 1,000 3.23

三井住友海上火災保険株式会社 東京都中央区新川二丁目27番２号 830 2.68

トヨタ自動車株式会社 愛知県豊田市トヨタ町１番地 400 1.29

住友商事ケミカル株式会社 東京都中央区晴海一丁目８番12号 235 0.76

石　田　金　造 広島県三原市 203 0.65

石原産業株式会社 大阪市西区江戸堀一丁目３番15号 150 0.48

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町一丁目４番地 146 0.47

ダイビル株式会社 大阪市北区中之島三丁目３番23号 134 0.43

計 ― 18,637 60.12

　

(7) 【議決権の状況】

①　【発行済株式】

平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　 － － －

議決権制限株式（自己株式等） 　 － － －

議決権制限株式（その他） 　 － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式） 　

－ －
　普通株式 11,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 30,938,000 30,938 －

単元未満株式 普通株式 51,000 － －

発行済株式総数 　 31,000,000 － －

総株主の議決権 　 － 30,938 －

(注)　「完全議決権株式(その他)」の「株式数」の欄には証券保管振替機構名義の普通株式が6,000株含まれております。

また、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る普通株式の議決権が６個含まれております。

　
②　【自己株式等】

平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

神東塗料株式会社
兵庫県尼崎市南塚口町
六丁目10番73号

11,000 － 11,000 0.04

計 － 11,000 － 11,000 0.04
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年

４月

 

５月

 

６月

 

７月

 

８月

 

９月
　 　 　

最高(円) 132 136 126 132 127 125　 　 　

最低(円) 121 114 116 118 113 116　 　 　

(注)　株価は、大阪証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期連

結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づ

き、当第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期連結累

計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて

作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月

１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30

日まで）に係る四半期連結財務諸表については、あずさ監査法人より四半期レビューを受け、当第２四半期

連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年

４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表については、有限責任 あずさ監査法人に

より四半期レビューを受けております。

なお、従来から当社が監査証明を受けているあずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年

７月１日をもって有限責任 あずさ監査法人となりました。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,502 1,468

受取手形及び売掛金 ※３
 6,576

※３
 6,410

商品及び製品 1,384 1,442

原材料及び貯蔵品 562 576

その他 296 362

貸倒引当金 △32 △22

流動資産合計 10,290 10,238

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※１
 2,796

※１
 2,867

機械装置及び運搬具（純額） ※１
 616

※１
 687

土地 16,491 16,491

その他（純額） ※１
 196

※１
 200

有形固定資産合計 20,100 20,247

無形固定資産 369 268

投資その他の資産

投資有価証券 801 795

その他 575 531

貸倒引当金 △2 △5

投資その他の資産合計 1,375 1,322

固定資産合計 21,845 21,838

資産合計 32,135 32,076

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,486 5,559

短期借入金 4,899 3,139

1年内償還予定の社債 － 50

未払法人税等 153 211

賞与引当金 191 186

その他 661 709

流動負債合計 11,392 9,855

固定負債

長期借入金 1,685 3,360

再評価に係る繰延税金負債 5,114 5,114

退職給付引当金 887 792

役員退職慰労引当金 8 9

負ののれん 12 15

その他 672 616

固定負債合計 8,380 9,907

負債合計 19,772 19,763
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(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,255 2,255

資本剰余金 585 585

利益剰余金 2,619 2,553

自己株式 △1 △1

株主資本合計 5,458 5,391

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △5 11

土地再評価差額金 6,725 6,725

為替換算調整勘定 △75 △63

評価・換算差額等合計 6,644 6,672

少数株主持分 260 248

純資産合計 12,363 12,313

負債純資産合計 32,135 32,076
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 9,308 10,101

売上原価 7,344 7,998

売上総利益 1,963 2,102

販売費及び一般管理費

発送費 254 264

広告宣伝費及び販売促進費 58 46

従業員給料及び手当 455 464

賞与引当金繰入額 79 60

退職給付費用 90 110

減価償却費 62 55

試験研究費 71 83

その他 684 690

販売費及び一般管理費合計 1,757 1,775

営業利益 205 326

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 8 7

受取賃貸料 20 20

持分法による投資利益 30 75

その他 25 22

営業外収益合計 84 125

営業外費用

支払利息 45 39

その他 5 2

営業外費用合計 50 41

経常利益 239 410

特別損失

固定資産除却損 1 2

ゴルフ会員権評価損 － 6

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 54

特別損失合計 1 63

税金等調整前四半期純利益 237 347

法人税等 102 131

少数株主損益調整前四半期純利益 － 215

少数株主利益 25 25

四半期純利益 109 190
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：百万円)

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 4,974 5,241

売上原価 3,872 4,177

売上総利益 1,102 1,063

販売費及び一般管理費

発送費 133 138

広告宣伝費及び販売促進費 30 28

従業員給料及び手当 208 234

賞与引当金繰入額 44 19

退職給付費用 44 56

減価償却費 31 28

試験研究費 32 39

その他 341 330

販売費及び一般管理費合計 867 876

営業利益 234 187

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 0 2

受取賃貸料 10 10

持分法による投資利益 11 23

その他 3 9

営業外収益合計 25 45

営業外費用

支払利息 22 19

その他 4 0

営業外費用合計 26 20

経常利益 233 211

特別損失

固定資産除却損 0 0

ゴルフ会員権評価損 － 6

特別損失合計 0 7

税金等調整前四半期純利益 233 204

法人税等 82 69

少数株主損益調整前四半期純利益 － 134

少数株主利益 17 15

四半期純利益 134 119

EDINET提出書類

神東塗料株式会社(E00895)

四半期報告書

16/26



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 237 347

減価償却費 312 289

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 54

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 6

賞与引当金の増減額（△は減少） － 4

退職給付引当金の増減額（△は減少） － 95

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） － △1

受取利息及び受取配当金 △8 △7

支払利息 45 39

持分法による投資損益（△は益） △30 △75

有形固定資産除却損 1 2

売上債権の増減額（△は増加） 241 △163

たな卸資産の増減額（△は増加） 203 72

仕入債務の増減額（△は減少） △553 △64

未払消費税等の増減額（△は減少） 6 △15

その他 △107 △40

小計 346 543

利息及び配当金の受取額 33 48

利息の支払額 △45 △40

法人税等の支払額 △39 △185

営業活動によるキャッシュ・フロー 294 367

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △199 △123

投資有価証券の売却による収入 1 5

長期貸付けによる支出 △51 △1

長期貸付金の回収による収入 0 0

その他 3 △113

投資活動によるキャッシュ・フロー △245 △232

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 650 350

短期借入金の返済による支出 △534 △430

長期借入れによる収入 500 1,000

長期借入金の返済による支出 △606 △834

社債の償還による支出 △50 △50

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △123 △123

少数株主への配当金の支払額 △9 △13

財務活動によるキャッシュ・フロー △173 △101

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △124 33

現金及び現金同等物の期首残高 1,250 1,438

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,126

※１
 1,472
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)

１　会計処理基準に関する事項の変更 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」
（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関
する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年
３月31日）を適用しております。

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益は
それぞれ１百万円減少し、税金等調整前四半期純利益は56百万円減少
しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の
変動額は70百万円であります。

　 　

　

【表示方法の変更】

　

当第２四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の一
部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第２四半期連結累計期間では、「少
数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）

前第２四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示してお
りました「賞与引当金の増減額（△は減少）」、「退職給付引当金の増減額（△は減少）」及び「役員退職慰労引
当金の増減額（△は減少）」は当第２四半期連結累計期間では、区分掲記することとしております。なお、前第２四
半期連結累計期間の「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる「賞与引当金の増減額（△
は減少）」は△０百万円、「退職給付引当金の増減額（△は減少）」は△23百万円、「役員退職慰労引当金の増減
額（△は減少）」は△２百万円であります。
　

　

当第２四半期連結会計期間

(自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の一
部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第２四半期連結会計期間では、「少
数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。
　

　

【簡便な会計処理】

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)

１　棚卸資産の評価方法 棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものに
ついてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によってお
ります。

２　固定資産の減価償却費の算定方法 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償
却費の額を期間按分して算定する方法によっております。

　 　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)

１　税金費用の計算 税金費用の算定に関しては、第２四半期連結会計期間を含む年度の
税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に
見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方
法によっております。

なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

当第２四半期連結会計期間末

(平成22年９月30日)

前連結会計年度末

(平成22年３月31日)

※１
　

有形固定資産の減価償却累計額 23,126百万円

　

※１
　

有形固定資産の減価償却累計額 22,848百万円

　

　２ 受取手形割引高 18百万円

　

　２ 受取手形割引高 21百万円

　

※３ 譲渡債権額 　

　 受取手形 90百万円

※３ 譲渡債権額 　

　 受取手形 382百万円
　 　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日

　至　平成22年９月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結
貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結
貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 1,156百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △30百万円

現金及び現金同等物 1,126百万円

現金及び預金勘定 1,502百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △30百万円

現金及び現金同等物 1,472百万円
　 　

　

(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）及び

当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

１　発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

(株)

　普通株式 31,000,000

　

２　自己株式の種類及び総数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

(株)

　普通株式 11,790

　

３　配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(百万円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月14日
取締役会決議

普通株式 123 4.00平成22年３月31日平成22年６月９日利益剰余金

　

４　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

　

　
塗料事業

(百万円)

化成品事業

(百万円)

計

(百万円)

消去又は
全社

(百万円)

連結

(百万円)

売上高 4,507 467 4,974 － 4,974

営業利益 209 25 234 － 234

(注) １　事業の区分は、売上集計区分によっております。

２　各事業の主要な製品

(1) 塗料事業　　　油性塗料及び合成樹脂塗料

(2) 化成品事業　　防疫薬剤及び工業用殺菌剤

３　技術供与先から受け取るロイヤリティー収入については従来は営業外収益の「受取ロイヤリティー」に計上

しておりましたが、第１四半期連結会計期間より売上高に含めて計上する方法に変更しております。

　

前第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　

　
塗料事業

(百万円)

化成品事業

(百万円)

計

(百万円)

消去又は
全社

(百万円)

連結

(百万円)

売上高 8,397 911 9,308 － 9,308

営業利益 163 42 205 － 205

(注) １　事業の区分は、売上集計区分によっております。

２　各事業の主要な製品

(1) 塗料事業　　　油性塗料及び合成樹脂塗料

(2) 化成品事業　　防疫薬剤及び工業用殺菌剤

３　技術供与先から受け取るロイヤリティー収入については従来は営業外収益の「受取ロイヤリティー」に計上

しておりましたが、第１四半期連結会計期間より売上高に含めて計上する方法に変更しております。この変更

により、従来と同一の方法によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間の塗料事業の売上高及び営業利益

が38百万円増加しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）及び

前第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が、90％を超えているため、所在地別セグメント

情報の記載を省略しております。

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）及び

前第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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【セグメント情報】

　

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号  

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第20号  平成20年３月21日）を適用しております。

　

１  報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、取り扱う製品・サービス別に事業活動を展開しており、「塗料事業」及び「化成品事業」の２つを

報告セグメントとしております。

「塗料事業」は、合成樹脂塗料等の製造販売をしております。「化成品事業」は、防疫薬剤及び工業用殺菌

剤の受託生産を行っております。

　

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第２四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日）

（単位：百万円）

　
報告セグメント

合計
塗料事業 化成品事業 計

売上高 9,207 893 10,101 10,101

セグメント利益 385 25 410 410

　

当第２四半期連結会計期間（自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日）

（単位：百万円）

　
報告セグメント

合計
塗料事業 化成品事業 計

売上高 4,844 396 5,241 5,241

セグメント利益
又は損失（△）

215 △3 211 211

　

EDINET提出書類

神東塗料株式会社(E00895)

四半期報告書

21/26



　

３  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

当第２四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日）

（単位：百万円）

利    益 金    額

報告セグメント計 410

四半期連結損益計算書の経常利益 410

　

当第２四半期連結会計期間（自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日）

（単位：百万円）

利    益 金    額

報告セグメント計 211

四半期連結損益計算書の経常利益 211

　

４  報告セグメントの変更等に関する事項

該当事項はありません。

　

５  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　

当第２四半期連結会計期間末

(平成22年９月30日)

前連結会計年度末

(平成22年３月31日)

１株当たり純資産額 390.55円

　

１株当たり純資産額 389.33円

　
　 　

　

２  １株当たり四半期純利益等

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

１株当たり四半期純利益 3.54円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益 6.14円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　 　

(注)　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

　四半期連結損益計算書上の四半期純利益（百万円） 109 190

　普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

　普通株式に係る四半期純利益（百万円） 109 190

　普通株式の期中平均株式数（千株） 30,989 30,988

　

第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

１株当たり四半期純利益 4.33円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
 

１株当たり四半期純利益 3.84円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
 

　 　

(注)　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結会計期間

(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間

(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

　四半期連結損益計算書上の四半期純利益（百万円） 134 119

　普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

　普通株式に係る四半期純利益（百万円） 134 119

　普通株式の期中平均株式数（千株） 30,989 30,988

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年11月13日

神東塗料株式会社

取締役会  御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    後    藤    研    了    印

　

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    前    田    　 徹　　   印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている神東

塗料株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、神東塗料株式会社及び連結子会社の平成21年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

追記情報

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、技術供与

先から受け取るロイヤリティー収入については従来は営業外収益の「受取ロイヤリティー」に計上していた

が、第１四半期連結会計期間より売上高に含めて計上する方法に変更している。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年11月12日

神東塗料株式会社

取締役会  御中

　

有 限 責 任　あ ず さ 監 査 法 人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    後    藤    研    了    ㊞

　

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    前    田    　 徹　　   ㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている神東

塗料株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年９

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、神東塗料株式会社及び連結子会社の平成22年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

追記情報

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は第

１四半期連結会計期間より「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を

適用している。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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